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識は ad hoc な記述になりがちで共有が進んでおらず、また設計・製造に関わる複数のタスク間で相互運用がなされて
いない。そのためそのような知識を記述する際の概念的規約を提供し知識の共有を促進するシステムが望まれている。
この様な背景の下、本論文では、人工物における物理プロセス知識を構成する諸概念の性質を明らかにしオントロジ
ーとして定義することで統合的な知識記述枠組みを構築すると共に、タスク依存性を緩和する知識変換システムを開
発している。得られた主な成果を要約すると次の通りである。 
⑴ 従来では、機能に関する知識と不具合に関する知識は別種の物として扱われ分散していたが、オントロジー工学
的考察を基盤にして共通性を見いだし両者を統合的にモデル化するための概念的規約となる機能・不具合統合オント
ロジーを提供している。 
⑵ 従来、基本概念とされることが多かった機能概念が、本質的にはロール概念であることを指摘し、正しく定義す
ると共に、複数の観点から多様な意味で使われる機能概念の整理と分類を行っている。 
⑶ 専門家の意見を元にオントロジー間の概念写像を構築し、それを用いて機能、不具合に関する知識モデルをタス
クに依存したモデルへ変換するシステムを構築している。また、その効果を実際の設計現場で用いられた知識に適用
し検証している。 
⑷ 人工物に関する複数の物理プロセス知識を主体、客体ロールやプロセス時間によって分類し、機能、不具合に関
する知識と統合して扱えるモデリング手法を提案している。 
 以上のように、本論文は、機能を中心として人工物に関する物理プロセス知識を、一貫性を保持しつつ統合するた
めの知識記述枠組みを構築し、また、知識のタスク依存性を緩和するシステムを開発しており、得られた成果は、オ
ントロジー工学、ならびに知識工学に貢献するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認
める。 
